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【動機】

高吸水性高分子(SAP)の研究で、幼児がおもちゃの吸水ボールを誤って飲み込み、腸管の中で吸水
したことで開腹手術に至った事故を知った。これに対しSAPの吸水のしくみを利用して、膨らん
だ吸水ボールを腸管内で収縮させれば、排泄できるのではないかと考えた。

【方法】

吸水ボール誤飲後、十二指腸で閉塞する仕組みを模擬消化液を使い再現した。この条件で、市販
されているサプリメントの投与で収縮させることを試みた。また、誤飲後の閉塞予防として、サ
プリメントの早期摂取により吸水ボールの膨潤を抑制させることを試みた。

【結果】

膨潤した吸水ボールを、腸溶製剤の長径から求めた腸管の直径0.95㎝に近づけるまで、サプリメ
ントの投与で収縮させることができた。また、誤飲の直後、膨潤する前の吸水ボールにサプリメ
ントを摂取することで膨潤を抑制し、閉塞を予防できる事が示唆された。

【まとめ】

吸水ボールを誤飲した直後に、サプリメント等で2価陽イオンを摂取することで膨潤を十分に抑え
ることができ、幼児の開腹手術を回避できると考える。また、幼児の年齢や月齢にあわせたサプ
リメント摂取量でも、ほぼ同様の効果が得られることが分かった。

【展望】

吸水ボールを誤飲した後の、サプリメントの摂取までの時間について、排泄可能な大きさまで収
縮できる猶予を調べ、開腹手術を回避できるタイミングを求めたい。また、実際に腸管に閉塞し
たことを模した実験を行い、収縮と排泄を確認したい。
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